
理工学部のデータサイエンス教育
- 電子情報工学科 ロボット創造工学科 ナノ物質工学科 -

機械創造工学科 は，R8より ロボット創造工学科 に名称変更します．

科目
• リテラシレベル: 情報処理,文理学
• 応用基礎レベル

▶ AI基礎: 機械学習の基礎，深層学習の基礎，生成AIの基礎
▶ データサイエンス基礎: データ分析，データ可視化，アルゴリズム
▶ データエンジニアリング基礎: ビッグデータ，データ表現，デー
タ収集，データ加工，プログラミング，課題解決型学習 (PBL)

ソフトウェア

• 探索的データ解析，可視化，統計手法の適用のために，RStudio か
ら R を使用

• 機械学習の手法を適用するために，Spyder や Jupyter Notebook から
Anaconda の Python を仮想環境を作成して使用

移動経路の分析

• データの収集は，位置情報を収集するAndroidアプリケーションによって，位置情
報 (緯度経度) をサーバコンピュータに送信して，データベースに格納

• 移動経路は，人によって異なるため，DTW距離を非類似度としてクラスタリング
• アンケートの回答内容とクラスタの2元分割表の独立性の検定によって，傾向を
分析

DTW (Dynamic Time Warping; 動的時間伸縮法)
• 2つのデータ数が違っても計算できる
• 2つのデータの各点の距離を総当りで比較して，それらの距離が最短となるパス
を計算

位置情報 DTW距離

DTW距離によるクラスタリング

クラスタごとの移動経路

クラスタと属性の関係

独立性の検定

結果

課題解決型学習のためのWebアプリーケーション
• グループでデータ分析を行い，結果を共有して，プレゼンテーショ
ン資料を作成するためのPHPとJavaScriptによる Web アプリーケー
ション

• 機能
▶ プログラム，結果，報告書の共有
▶ 報告書の提出
▶ 相互評価

LDAP によるログイン 報告書の共有と提出 相互評価

大規模言語モデルを利用したテキストアナリティ
クスの例
Webページに入力した2つのテキストの類似度を BERT を利用して計算
BERT (Bidirectional Encoder Representations from Transformers) は，Googleの研究者によっ
て2018年に導入された言語モデルファミリーであり，自然言語処理 (NLP; Natural lan-

guage processing) 実験で使用される．
2つのテキストの類似度を計算するソフトウェア
1. Webページに2つのテキストを入力
2. Spring Boot によって，入力されたテキストを取得
3. Socket によって，Java のプログラムから Python サーバに2つのテ
キストを送信

4. Python サーバで BERT によって，2つのテキストの類似度を計算
5. 計算結果をデータベースサーバに保存
6. Webブラウザに結果を返す

このQRコードで類似度計算デモを体験→

2つのテキストの入力 類似度の表示


